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論 文 要 旨       
 

所属ゼミ 國領 二郎 研究会 学籍番号 ８０１２８１４４ 氏名 大橋 雄一 

（論文題名） 
ブレンデッド・ラーニング 

－集合研修とｅラーニングを合わせた研修の考察 
 
（内容の要旨） 

 
本論文でブレンデッド・ラーニングとは「知識とパフォーマンスを高めるために、非同期型 e ラ

ーニング、同期型 e ラーニング及び集合研修といった研修形態の一部もしくは全部を組み合わせた
ある程度永続的な変容を生み出すプロセス」と定義し、今まで集合研修で実施すべきであるとされ
ていた相互学習を、同期型 e ラーニングで代替することで、研修効果を落とさずに e ラーニングの
メリットを享受出来ることを論ずる。 
また、相互学習における同期型 e ラーニングを成功させる要因として、「学習者のメディアリテラ

シー向上」「研修目的の明確化」「ディスカッションにおける初期のガイドライン確立」を取り上げ
る。 
しかし会社の価値観醸成や意識改革に関わる研修内容については、現段階では従来どおり集合研

修で実施すべきであるという見解にアンケート調査を通じて達した。 
ただし相互学習の同期型ｅラーニング導入などでメディアリテラシーが向上すると価値観醸成や

意識改革に関するマインドセットの研修でもｅラーニングで導入出来る可能性は今後期待出来る。 
 
＜従来のブレンデッド・ラーニング＞ 

研修形態 研修内容 

非同期型ｅラーニング 一般知識習得 
企業の独自知識習得 ｅラーニング 

同期型ｅラーニング  

集合研修 

企業の独自知識習得 
相互学習 
価値観醸成・意識改革 
実習・ロールプレイング※ 

 
＜これからのブレンデッド・ラーニング＞ 

研修形態 研修内容 

非同期型ｅラーニング 一般知識習得 
企業の独自知識習得 ｅラーニング 

同期型ｅラーニング 企業の独自知識習得 
相互学習 

集合研修 価値観醸成・意識改革 
実習・ロールプレイング※ 

 
＜最終的なブレンデッド・ラーニング理想型＞ 

研修形態 研修内容 

非同期型ｅラーニング 一般知識習得 
企業の独自知識習得 

ｅラーニング 
同期型ｅラーニング 

企業の独自知識習得 
相互学習・価値観醸成 
意識改革 

集合研修 （可能な限り実施しない） 
実習・ロールプレイング※ 

※実習・ロールプレイングは物理的に集合研修でしか実施出来ない場合がある 

 


